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（
記
念
会
）

事
業
報
告

。
「
懐
徳
堂
絵
は
が
き
」
第
一
集
昭
和
五
八
年
一
二
月
刊
行
。
三
宅
石
庵

書
「
俵
徳
堂
幅
」
、
「
中
井
竹
山
画
像
」
、
懐
徳
堂
の
紋
（
瓦
拓
本
）
、

「
懐
徳
堂
旧
祉
碑
」
の
四
枚
一
組
で
あ
る
。

。
昭
和
五
八
年
春
季
講
座
（
第
六
六
回
）

大
阪
大
学
文
学
部
並
び
に
大
阪
府
立
文
化
俯
報
七
ン
タ
ー
と
の
共
催

で
、
同
セ
ソ
タ
ー
を
会
場
に
、
五
月
二
三
日
（
日
）
よ
り
二
八
日
（
土
）

ま
で
開
催
。
月
！
金
は
午
後
六
時
半
、
土
は
午
後
二
時
よ
り
、
各
日
ニ

時
間
に
わ
た
っ
て
講
演
が
行
な
わ
れ
、
連
日
一
五

0
名
以
上
の
聴
講
者

が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
今
回
は
テ
ー
マ
が
美
術
史
に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
た
た
め
、
ス
ラ
イ
ド
が
多
く
用
い
ら
れ
、
好
評
を
樽
し
た
。

〈
近
世
画
壇
ー
人
と
作
品
〉

狩

野

探

幽

大

阪

大

学

教

授

尾

形

光

琳

名

古

屋

大

学

助

教

授

与

謝

蕪

村

京

都

大

学

助

教

授

円

山

応

挙

同

志

社

大

学

教

授

司

馬

江

漠

大

和

文

華

館

次

長

富

岡

鉄

斎

京

都

国

立

博

物

館

普

及

室

長

。
昭
和
五
八
年
秋
季
講
座
（
第
六
七
回
）

梨

報

報

武

田

恒

夫

河

野

元

昭

佐
々
木
丞
平

橋

本

綾

子

成
瀬
不
二
雄

金

沢

弘

役
員
動
静

。
昭
和
五
八
年
四
月
一
日
、
加
地
伸
行
、
森
三
樹
一
―
一
郎
、
若
槻
哲
雄
の
一
―
―

氏
、
評
議
員
に
就
任
。

。
昭
和
五
八
年
七
月
―
―
―
日
、
畠
中
道
雄
大
阪
大
学
経
済
学
部
長
、

員
に
就
任
。

会
務
報
告

。
昭
和
五
七
年
度
懐
徳
堂
記
念
会
理
事
会
・
評
談
員
会

昭
和
五
八
年
一
一
一
月
二
五
日
、
関
電
会
館
会
議
室
に
て
開
催
。
堀
田
庄
一
―
―

上
方
の
地
名

表
現
法
の
地
域
差

昭
和
五
八
年
八
月
一
七
日
逝
去
。

九
八

徳
川

鏡
味

佐
藤

宗
賢

明
克

亮一

大
阪
大
学
文
学
部
・
大
阪
府
立
文
化
情
報
七
ソ
タ
ー
と
共
催
。
一

0
月

ニ
四
日
（
月
）
よ
り
二
九
日
（
土
）
ま
で
同
七
ン
タ
ー
に
て
開
か
れ

た
。
上
方
こ
と
ば
を
め
ぐ
る
諧
演
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
関
心
も
高
く
、

連
日
一
五

0
名
を
超
え
る
聴
諧
者
が
あ
り
、
諧
演
後
の
質
問
も
活
発
に

行
な
わ
れ
て
い
た
。

〈
上
方
こ
と
ば
の
世
界
〉

細

雪

の

言

語

生

活

嗚

門

教

育

大

学

教

授

御
所
こ
と
ば
に
つ
い
て
関
西
外
国
語
大
学
教
授

関
西
こ
と
ば
の
禁
屈
ー
こ
と
ば
と
文
化
ー

京
都
府
立
大
学
教
授

『
日
本
言
語
地
図
』
か
ら
み
た
上
方
こ
と
ば

大
阪
大
学
教
授

岡
山
大
学
教
授

国
立
国
語
研
究
所
室
長

寿
岳

箪
子

和

田

質

堀
井
令
以
知



彙

報

の
司
会
の
も
と
、
次
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

昭
和
五
七
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
友
の
会
」
発
足
に
つ
い
て

・
一
名
就
任
の
報
告
と
、
評
議
員
候
補
者
一
二
名
に

つ
い
て

な
お
、
出
席
は
掘
田
庄
三
、
片
山
良
展
、
弘
世
現
、
松
下
幸
之
助
（
代

理
）
、
宮
本
又
次
、
山
村
雄
一
、
梅
渓
昇
、
岡
田
実
、
澤
悩
久
敬
、
斯

波
義
信
、
信
多
純
一
、
時
野
谷
勝
、
日
比
野
丈
夫
、
宮
地
裕
、
脇
田

修
、
本
問
道
雄
、
烏
野
守
の
計
一
七
名
で
あ
っ
た
。

。
岡
山
県
総
社
市
の
生
田
雄
吉
氏
よ
り
、
三
宅
春
楼
の
害
軸
を
ご
寄
賠
い

た
だ
い
た
（
口
絵
参
照
）
。

（
友
の
会
）

事
業
隷
告

。
「
俵
徳
堂
・
友
の
会
だ
よ
り
」

第
一
号
は
昭
和
五
八
年
七
月
、
第
二
号
は
同
九
月
に
発
行
。
い
ず
れ
も

会
員
な
ら
び
に
閃
係
者
に
送
付
さ
れ
た
。
第
三
号
は
―
二
月
に
発
行
。

第
一
回
は
「
中
国
古
典
を
読
む
」
と
題
し
て

‘
-
0月
五
日
・
同
一
七

日
・
―
一
月
七
日
・
同
ニ
―
日
・
―
二
月
五
日
・
同
一
九
日
の
全
六
日

間
（
午
後
六
時
一
―

10分
よ
り
八
時
）
開
催
。
会
場
は
大
阪
栴
田
の
第
一

生
命
ビ
ル
内
好
文
ク
ラ
プ
会
議
室
。
諧
師
は
加
地
伸
行
・
岸
田
知
子
両

氏
で
、
今
回
は
『
論
語
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。
参
加
申
込
者
数
は
六

0
名
。
毎
夜
、
五

0
名
前
稜
の
出
席
が
あ
っ
た
。

九
九

。
見
学
会

-
0月
一
一
日
（
土
）
午
前
一

0
時
よ
り
ご
一
時
ま
で
、
大
阪
市
文
化

財
協
会
と
難
波
宮
遣
跡
を
見
学
。
大
阪
市
教
育
委
員
会
主
任
学
芸
員
中

尾
芳
治
氏
の
解
説
を
受
け
る
。
参
加
者
三
八
名
。

。
展
示
会

「
俵
徳
堂
ー
先
野
と
そ
の
遣
風
ー
」
と
題
し
た
展
示
会
を
一

0
月
二
四

日
（
月
）
よ
り
二
七
日
（
木
）
ま
で
、
大
阪
府
立
文
化
俯
報
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
恢
徳
堂
監
代
学
主
・
教
授
の
造
品
や
昴
跡
を
中
心
と
し
た
約

四
0
点
を
展
示
し
た
。

。
中
井
家
資
料
（
旧
新
田
文
庫
）
を
入
手
。
大
阪
大
学
蔵
の
懐
徳
堂
文
庫

や
す
で
に
新
田
氏
よ
り
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
る
新
田
文
庫
と
合
わ
せ
、

似
徳
堂
関
係
資
料
を
一
層
充
実
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

＊
恢
徳
堂
記
念
会
祖
記
と
し
て
永
年
尽
痒
さ
れ
、
昭
和
五
七
年
三

月
の
御
退
職
に
際
し
て
は
感
謝
状
を
贈
り
、
名
誉
書
記
と
し
て
そ

の
功
を
お
讃
え
し
た
藤
塚
誠
二
氏
は
、
五
八
年
八
月
一
七
日
永
眠

さ
れ
ま
し
た
。
俵
徳
堂
と
共
に
文
字
通
り
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
同
氏

の
御
逝
去
を
心
よ
り
哀
悼
す
る
と
共
に
深
い
惑
謝
の
意
を
表
し
ま

す。＊
懐
徳
堂
堂
友
会
委
員
山
口
正
男
氏
は
、
昭
和
五
八
年
九
月
一
七

日
御
他
界
に
な
り
ま
し
た
。
堂
友
会
の
発
展
に
鋭
意
心
を
配
ら

れ
、
こ
と
に
友
の
会
発
足
に
当
っ
て
中
島
安
之
助
氏
と
共
に
再
三

大
阪
大
学
に
足
を
運
ば
れ
、
禎
極
的
に
御
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
感
謝
と
深
い
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。



役
員
動
静

。
昭
和
五
八
年
三
月
二
五
日
、
懐
徳
堂
・
友
の
会
結
成
準
備
発
起
人
会
に

お
い
て
、
弘
世
現
氏
が
会
長
に
就
任
。

。
弘
世
会
長
の
推
挙
に
よ
り
澗
会
長
に
山
田
稔
氏
、
同
（
運
営
委
員
長
を

兼
ね
る
）
に
片
山
良
展
氏
が
就
任
。

。
協
議
員
に
は
次
の
二
五
氏
が
就
任
。

池
田
一
郎
、
上
野
淳
一
、
上
山
善
紀
、
宇
野
収
、
大
西
正
文
、
熊
谷
典

文
、
倉
林
育
四
郎
、
小
林
庄
一
郎
、
佐
治
敬
一
―
-
、
鈴
木
敬
、
中
山
信

正
、
南
部
知
伸
、
能
村
龍
太
郎
、
原
田
敏
丸
、
堀
内
宏
昭
、
三
川
礼
、

三
隅
二
不
二
、
水
村
博
昭
、
一
二
野
璽
和
、
宮
本
又
次
、
山
下
俊
彦
、
山

中
永
之
佑
、
山
村
雄
一
、
湯
浅
叡
子
、
若
槻
哲
雄
（
五
十
音
順
、
以
下

同
じ
）

。
監
事
に
は
磯
田
一
郎
、
川
勝
堅
二
の
両
氏
が
就
任
。

。
運
営
委
員
に
は
次
の
九
氏
が
就
任
。

烏
野
守
、
加
地
伸
行
、
川
島
巌
、
信
多
純
一
、
期
波
義
信
、
武
田
恒

夫
、
宮
地
裕
、
矢
守
一
彦
、
吉
田
孝
゜

。
七
月
ニ
―
日
、
原
田
敏
丸
協
談
員
退
任
。
畠
中
道
雄
大
阪
大
学
経
済
学

部
長
、
協
諮
員
に
就
任
。

。
―
一
月
一
日
、
磯
田
監
事
退
任
。
小
松
康
氏
、
監
事
に
就
任
。

。
―
二
月
一
日
、
川
島
運
営
委
員
退
任
。
梅
本
哲
氏
、
運
営
委
員
に
就
任
。

会
務
報
告

。
昭
和
五
八
年
六
月
一
六
日
、
運
営
委
員
会
を
日
生
本
社
に
て
開
催
。
協

議
会
・
監
事
会
に
提
出
す
る
議
案
を
作
成
検
討
し
た
。

。
七
月
四
日
、
協
議
会
・
監
事
会
を
、
大
阪
大
林
ビ
ル
で
開
催
。
弘
世
会

粟

報

暉
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

印

刷

株

式

会

社

暉

麟

同

朋

舎

展

560
豊
中
市
待
兼
山
町
一
ー

編

集
発

行

懐

徳

堂

記

絹
集
責
任
者
・
片
山

良念

会

懐

徳

長
を
議
長
と
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
行
な
い
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

昭
和
五
八
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

昭
和
五
八
年
度
収
支
計
画
に
つ
い
て

会
員
募
集
の
す
す
め
方
に
つ
い
て

出
席
は
弘
世
、
山
田
、
片
山
の
正
糊
会
長
の
匠
か
、
池
田
、
上
野
、

上
山
、
大
西
（
代
理
）
、
倉
林
（
代
理
）
、
佐
治
（
代
理
）
、
鈴
木
、
南

部
、
原
田
、
堀
内
、
三
川
、
三
隅
、
水
村
、
山
中
、
山
村
、
湯
浅
、
若

槻
の
協
謡
員
一
七
名
、
川
勝
、
磯
田
（
代
理
）
の
監
事
二
名
、
計
ニ
―

名
。
な
お
運
営
委
員
六
名
が
陪
席
し
た
。

昭
和
五
八
年
―
二
月
二
四
日
発
行

第
五
二
号

大
阪
大
学
文
学
部
内

-
0
0
 




